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A Study of “Instructional Lectures of Kindergarten Teaching Practice” 
in the COVID-19 Pandemic: 
Introduction and Reflection on Lectures Consisting of Three Types of Classes.





　This report introduces the contents of instructional lectures of kindergarten teaching 
practice in the COVID-19 pandemic. The lectures consisted of three types of classes : 
face to face style, material distribution style, and remote style, and was organized by 
the e-learning system “manaba folio”. First, the report summarizes the outlines and aims 
of the lectures in 2020. Then, it explains the contents and merits of the three different 
types of classes. The results of the lectures more improvements in students’ skills 
of researching teaching materials, understanding children, and caring and teaching 
children. Finally, some effective methods of teaching classes after the COVID-19 
pandemic are discussed.
Keywords :  kindergarten teaching practice, hybrid style class, researching teaching 
materials, understanding children, caring and teaching children

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 13 回）〜 83％（第 14 回）であった。
　マナバは提出期限を過ぎると提出できな
くなるように設定されているため、未提出
の原因として、メールには「送ったものだ
と思っていた」「締め切りを間違えていた」
「ネット環境が整わなかった」などの理由
が語られていた。
４）授業上の課題
　ハイブリッド型の事前指導を行う上での
課題として、まずは担当教員らが、様々な
遠隔授業でできることを理解することが求
められる。この授業では、常勤の担当教員
３人が、それぞれに他の授業で経験してい
るノウハウを持ち寄り、アイデアを出し合
いながら授業を進めることで、何とか遠隔
でできる方法を編み出し、学生らが学ぶ機
会を逃さないように工夫した。毎回の授業
では、学生の出席状況を確認しながらネッ
ト環境のトラブルをメールで知らせてくる
一人一人の学生への個別の対応をする教
員、全体の進行をする教員、それぞれの専
門性を活かした教材研究、幼児理解等につ
いて語る教員など、複数の教員が同じ場に
いたからこそ、役割分担しながら進めるこ
とができた。途中、様々なトラブルが起き
た際にも、大きな混乱なく切り抜けること
ができたことは、教員自身が遠隔授業を行
ううえでの経験値となった。
　学生らにとっては、この授業以外でも、
授業によってさまざまな遠隔授業の進め方
があり、混乱しながら課題をこなすことに
精一杯である様子も窺えた。尋ねたいこと
があってもすぐに聞きに行くことができな
い不自由さを感じていたようである。課題
の提出が出席扱いとなるため、課題の一つ
一つとどう向き合うか、自己管理する力も
求められている。
　一方、これからの IT 社会で働くことに
なる学生らにとって、この遠隔授業で得た
経験は、間違いなく貴重な学びの経験と
なっている。保育課程の学生たちに、今ま
でマナバで一斉に連絡事項を伝えることは
あっても、作成した資料や写真データを添
付して送るといったことはほとんどなかっ
た。対面授業時であれば、紙ベースで提出
することで何も不都合がなかったからであ
る。この経験で得た知識を、社会で活かし
てほしい。
４．今後継承したい取組
　遠隔授業により、毎回データで課題を提
出したことで、教員や学生自身がいつでも
提出した資料の内容を確認したり、上書き
したりすることができた。今回、一度作成
した指導案について、教員からの助言や模
擬保育の経験後に、過去に書いた指導案を
見直し、上書きをして提出するという課題
を２回実施した。それぞれ２度目に提出さ
れた指導案は、以前のものと比較すると、
より適切な表現や内容に修正されており、
データとして web 上に残しておくことは、
学びを積み上げるという意味で非常に有効
であった。また、リアルタイム配信時には、
画面越しではあるが、誰もが教室の一番前
で講義を受けることができた。対面授業で
広い講義室内では伝えにくいことや見えに
くいものも、手元に映しながら伝えること
ができた点は、遠隔授業の良さであった。
今後は対面授業でもこの良さを工夫して活
用したい。
　一方、授業の進め方について、例年なら
ば、複数の教員の目で、学生の実態を確認
しながら進めることができたが、今期は、
画面越しとマスクをつけたままの対面授業
４回だけであり、個々の学生の本授業での
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取り組みについて十分に把握することはで
きず、課題として提出された資料や、出席
状況や課題の提出状況を確認したり、メー
ルを介したやり取りをしたりするほかな
かった。しかしその中で、教材研究とし
て、学生が家で製作し写真に撮って提出し
た製作物は、その学生がどのような姿勢で
課題に取り組んでいるかがよく分かり、学
生を理解する一つの指標となった。工夫を
凝らし丁寧に作られた製作物は、それをい
かに保育に活かそうとしているのか、製作
者の思いのこもった保育環境の一部となり
うる。子どもの姿を想像しながら、自分の
手で作ったり描いたりして課題に向き合う
学生の姿勢は、しいては子どもに関わる保
育者の姿につながる。
　今年度、自宅での学習が多くなったが、
「教材研究」を通して「幼児理解」をさら
に深め、同時に、指導構想するといった「保
育実践」力もまた培うことができたように
思う。今後もこの３つの柱を本授業のねら
いと定め、時に、連関させながら、学生一
人ひとりの学習実態に応じた応答的な授業
を進めていきたい。
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